
園内には自生のヤマユリが多く見られます。
甘く濃厚な花の香りはとても強く、花の大きさはユリの中でも最大級、多くの花をつけた株は
その重みで全体が傾くほどです。
現在多摩丘陵に自生する数が少なくなってきていることから、園内では2017年度から保護
活動に取り組み、自生場所を調査し、注意して草刈りや支柱立てを行っています。
2018年度には約600株を確認しそのうち370株が開花しました。
これだけのヤマユリが見られる場所は都内では貴重です。
これからも保護活動を続けてゆき、多摩動物公園をヤマユリの名所にしたいと考えています。

多摩動物公園　ヤマユリみどころマップ 2019

園内には開花するヤマユリが370株あります。
その中には、まだ株が小さくて一輪しか咲かないものも多く含まれます。
　（みどころポイントの他にも点在してヤマユリの花が見られます。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊2018年の開花状況による
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見ごろ：7月中旬～下旬

花屋さんで見かける豪華なユリの花
「カサブランカ」は、日本に自生する
ヤマユリなどを母種とする園芸品種です。

豆知識！

開花株数50～ 開花株数20～ 開花株数10以下

ヤマユリマークの見方


